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連絡先： Howard Chang, 847-866-3408, howard.chang@rotary.org

世界ポリオデー（10月24日）に
ポリオ撲滅活動への協力支援を呼びかけるロータリー 
広報キャンペーン「世界最大のCM」や音楽アルバム「End Polio Now」を通じて
世界でポリオ撲滅活動への支援を集める 

（2012年10月18日：米国イリノイ州エバンストン）–  国際ロータリーは、「世界ポリオデー」である10月24日、全世界でポリオ（小児まひ）撲滅を目指す推進キャンペーン「世界最大のCM」を実施します。
ロータリーはこれまで、ポリオ撲滅活動への支援を促す広報キャンペーン「This Close」（ポリオ撲滅まであと少し）を行ってきました。このキャンペーンには、デズモンド・ツツ大司教、ビル・ゲイツ、ジャッキー・チェン、アマンダ・ピートなど、世界の著名人が協力しています。今回のキャンペーン「世界最大のCM」は、こうした著名人に加わり、一般の人々にも活動支援に参加してもらうためのものです。
参加方法は簡単です。ロータリーのポリオ撲滅活動のウェブサイト（www.endpolionow.org/ja）から、自分の写真をアップロードすると、その写真が推進用CMに組み込まれます。CMに写真が挿入され次第、参加者にEメールで通知が送られます。
このほかにも、世界ポリオデーには、音楽アルバム「End Polio Now」が販売されます。このアルバムは、ポリオ撲滅活動を支援する著名な音楽家による演奏を収録したもので、幼少時にポリオを患ったイツァーク・パールマン（バイオリン）をはじめ、ドノヴァン（フォーク・ロック）、スタッフ・ベンダ・ビリリ（コンゴ・スクース）などのアーティストが参加しています。アルバムは、iTunesまたはshop.rotary.orgからお求めいただけます。
このように、インターネットや音楽を通じた推進キャンペーンが注目を集める一方で、ポリオ撲滅活動の現場では深刻な資金不足の問題に直面しています。ロータリーは、世界保健機関（WHO）、ユニセフ、米国疾病対策センターとともに世界ポリオ撲滅推進計画（GPEI）に参加し、1988年以来ポリオの減少に大きく貢献してきましたが、現在は活動資金7億米ドル（約560億円）の不足が懸念されています。
この危機的状況に対応するため、ロータリーは今後3年間に7,500万米ドル（約60億円）を寄付することを誓約しました。誓約は、9月27日、国連総会中に潘 基文事務総長が招集したポリオ特別会合にて発表されたものです。発表と同時に、ロータリーは、世界でポリオ撲滅活動を支援する7,000人以上から集められたオンライン署名を国連に提出しました。
国連の特別会合ではさらに、カナダ政府、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団、カナダのロータリー・クラブが協力する新たな募金活動について発表がありました。これは、「Pennies and More for Polio」キャンペーンを通じてカナダのクラブが集めた寄付に対し、カナダ政府とゲイツ財団が同額資金を上乗せするというものです（最高100万カナダ・ドルまで上乗せ）。カナダでは8月にも、ポリオ撲滅活動への支援を促すため、国会議員に書簡を送るという活動を行いました。
ロータリーがこれまでポリオ撲滅活動に投じた資金は12億ドル（約960億円）に上ります。ロータリーは、世界ポリオデーを機に、ロータリー・クラブがある200の国や地域でアドボカシー活動を行い、不足資金を補うための援助を各国政府に呼びかけます。
ポリオ撲滅活動は目標達成まであと少しのところです。発症件数は記録的に低くなっており、また野生型ポリオウイルスはアフガニスタン、ナイジェリア、パキスタンの限られた地域のみで発生しています。1988には年間35万人がポリオに感染し、その大半が子供たちでしたが、2011年に報告された発症数は700件未満にとどまり、99パーセント以上の減少率を達成しています。この成功の大きな要因は、20億人以上の子供たちに経口ポリオワクチンを投与する、大規模な予防接種活動が行われたことです。
ポリオ撲滅活動がここで中断されれば、ポリオは急速に感染を広げ、年間25万人の子供たちが身体麻痺の危機にさらされます。既にポリオがなくなった国々を含め、予防接種を受けていない子供たちがポリオに感染するリスクが高まります。
2012年は、数々の進展が見られ、ポリオ撲滅に向けて重要な一年となっています。
· 1月、ロータリーは、ポリオ撲滅を目指して新たに2億ドル以上を集めたことを発表しました。この資金は、ゲイツ財団からの3億5,500万ドルのチャレンジ補助金に応えて集められたものです。現在、その金額は2億2,800万ドル以上となっています。ロータリーによるこの募金活動の成果を称え、ゲイツ財団はさらに5,000万ドルを追加しました。最終的に、合計6億500万ドル以上の資金が確保されました。
· 2月、ポリオ常在国のリストからインドが除外されました。「ポリオ撲滅が最も困難な国」という、多くの保健専門家の予想を覆し、インドは1年間のポリオ無発生を達成しました。
· 5月、世界保健総会は、ポリオ撲滅が公共保健上の緊急課題であると宣言しました。ポリオの発生件数と発生地域が大きく減少しているものの、資金不足によって活動が失敗に終わる危険性が高まっていることを危惧し、この宣言が発せられました。
世界のリーダーへのメッセージは明確です。ポリオ撲滅活動を完遂しなければ、ポリオが新たに流行し、今後10年間に数十万人の子供たちが身体の自由を奪われます。撲滅まであと少し、最後の一押しをどうかご支援ください。 
###

編集注記：ロータリーは、200以上の国や地域に34,000のクラブを持ち、約120万人の会員が活動する国際的人道組織です。事業と専門職および地域社会のリーダーである会員は、人道的奉仕を行いながら、すべての職務における高い倫理基準を奨励し、世界の親善と平和の確立に寄与しています。詳しい情報や資料のダウンロードは、メディア･センターをご覧ください。
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